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市⺠1000⼈委員会は2006年1⽉10⽇、堺市産業振興センターで第19回市政チェック学習会を開催
しました。そのご報告をお届けします。参加者は７４名、ご出席の市議は、⽊畑匡さん、⻄哲史さ
ん、⻑⾕川俊英さん、藤本憲さん、渕上猛志さん、森⽥晃⼀さんでした。 

開会あいさつ 
杉⼭美紀さん（市⺠ 1000 ⼈委員会事務局） 

本⽇はお忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。 
本⽇の第19回市政チェック学習会テーマは、「堺市は⼦どもをどう育て

ようとしているのか?」です。 
私も10年以上、私⽴学校で教員をしておりまして、それなりに⼦どもと

接する機会というのはずっとあったんですが、堺市の公⽴の学校に勤めた
ことはありませんでした。堺市の教育政策がどう変化したのか、良くなっ
たのか、悪くなっているのかというのは、あまり肌感覚として存じ上げま
せん。なので、本⽇、私⾃⾝も勉強させていただこうかと思っておりま
す。よろしくお願いします。 

も く じ 
＊開会あいさつ  杉⼭美紀さん（市⺠ 1000 ⼈委員会事務局）           1 

＊報告：堺市政の⼦育て政策はこのままでいいか 
渕上猛志さん（堺市議会議員）                      2 
質疑応答                                   10 

＊報告：「不登校対策」と保護者市⺠ 
井前弘幸さん（⼤阪の教育を考える堺市⺠の会）               12 

＊報告：⼦どもと⼤⼈がともに地域で 
    ⼩松清⽣さん（さくら今池公園まつり実⾏委員会）               14 

＊報告：学童保育で⼦どもたちは 
松⾕由紀さん（堺学童保育連絡協議会）                    16 

＊グループ討論とフリー討議                             17 
＊フリー討論で学んだこと  

塩野直美さん（市⺠ 1000 ⼈委員会事務局）                             19 

＊市議へのクエスチョンタイム                           20 

＊市⺠運動報告 
児童⾃⽴⽀援施設裁判が判決 
 廣⽥⼋重⼦さん(堺の⼦どもたちを守る市⺠の会)                         23 

闘いは新たな局⾯へ 
  植⽥謙太さん（さかいユニオンビーナス分会）              24 

＊閉会あいさつ  ⼭部 聡さん（市⺠ 1000 ⼈委員会事務局）           25 

＊市⺠ 1000 ⼈委員会第７期会計（中間）報告と賛同⾦のお願い           26 
 

nori_nori
スタンプ



 2

【報告】堺市政の⼦育て政策はこのままでいいか  
渕上猛志さん（堺市議会議員） 

今⽇は、「堺市政の⼦育て政策はこのままでいいのか?」という
テーマで 30 分お時間をいただきました。主に⼦育て⽀援、⼦ども
⽀援と教育についてお話しします。 

堺の⽅ならどなたでも⾒たことあるかと思うのですが、引っ越
しのサカイさんのトラックですね。このトラックのボディに⻘い
シール貼ってあるのが⾒えますか?
「⼦育てのまち堺」これは⽵⼭市⻑
の時代の取り組みなんです。そのシ
ールがまだ残っているのです。これ

は⼿前味噌ですけど、私のアイデアだったんです。当時は⽇
経新聞とかが評価する⼦育てしやすい町ランキングで、堺市
は⼤抵 10 番以内に⼊っていました。⼀番いい時は⻄⽇本 1 位
にもなりました。当時は「充実した⼦育てを、この街、堺を
どうやって全国にアピールしようか」ということを⼀⽣懸命
考えていたんです。それだけ良かった、⾃信を持っていたんですね。職員さんも胸を張って
いました。ところがこのシールひび割れしてましてね、もうすっかり今の堺の⼦育て政策を
象徴しているかのようなそんな状況になってしまっております。今はこんな⼦育てをアピー
ルしようなんていう機運は全くなくなってしまいました。 
 堺市は⼦どもをどう育てようとしているのかについて話す上で、堺市の財政状況、ここ触
れないわけにはいけません。その後、永藤市政の⼦育て政策の結果、そして今現場で起きて
いる実態、最後にちょっとした⼦育て政策の担当職員の⾔葉を紹介したいなと思います。 

堺市は⼦どもをどう育てようとしているのか 
 まず、今⽇のイベントのメインテーマでもあ
ります「堺市は⼦どもをどう育てようとしてい
るのか」。私はこのプレゼンテーションをする
にあたって、市の職員にこういうオーダーをい
たしました。永藤市⻑が⼦育て政策をバサバサ
切ったというのは皆さんご存知だと思います
ので、「永藤市⻑が削った教育⼦育て施策を⼀
覧にしてくれ」というオーダーをしたんです。
すると、あれ削った、これ削った、と⼀覧が届
きました。こんなに削ったのかと腹⽴たしく思
いましたが、私がもっと腹を⽴てたのはそのタイトルです。「持続可能な財政運営に向けた
取り組みのうち教育・⼦育て関係の効果額の⼀覧」です。削った額を効果額と表しているの
が今の永藤市政であります。何を効果だと⾔っているのかです。どう思いますか?「どうし
ようもなくて削ることになった、⼦どもらに泣いてもらってほんま申し訳ない思いをした財
源のお⾦の⼀覧」だ。そう⾔ってほしいです。しかし、これは彼らの⾔うところの効果額の
⼀覧だそうです。 
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 堺市は⼦どもをどう育てようとしているのか、⼀つだけ確実に⾔えることは「⾦をかけず
に育てようとしている」これに尽きるんだなと思います。そしてもう⼀つは、教育・⼦育て
にお⾦をかけないことが財政効果を⽣むと信じていることです。 
 それによって「こんな⼦育てしやすい町だったら、堺に住もうぜ」と⾔って、若い⼈たち
が集まってきて、市⺠税とかいろんな税⾦を落としていってくれると。⼦育てにお⾦をかけ
ることこそが投資であって、未来の財政効果を⽣むんだという視点が完全に⽋落しています。 
 学校の便所の改修⼯事を延期したことが、「効果」だなんて。古い便所をきれいにして、
⼩学校・中学校の⼦どもたちが喜ぶ。「こんなきれいな学校に⾏きたい。お⺟さん、トイレ
きれいだったわー、住んでよかったな」て、それって財政効果になりませんか。それは本当
不思議です。 

堺市の財政状況 
 とはいえ、「⽬の前のお⾦がなかったらもうどうしようもないんじゃないの」とおっしゃ
る⽅のために、これから財政の話を少ししたいと思います。 
 堺市の財政状況、これ基⾦残⾼の推移です。基⾦というのは貯⾦だと思ってください。単
位は億円です。平成 18 年堺市が政令市に移⾏してから、令和元年を起点にし永藤市⻑が誕
⽣する直前までずーっと 400 億円ぐら
いだった堺市の貯⾦が、突如 655 億円、
そして今 673 億円に跳ね上がるんです
が、跳ね上がる直前にやったのが財政危
機宣⾔なんです。 
 財政危機宣⾔をしてね、261 億円貯⾦
増えているんですよ。これはいろんな⽅
が「貯⾦増えたらええんちゃん」とおっ
しゃる⽅がいるのでそれは家庭の話。⾏
政の仕事は、皆さんから預かった税⾦を
貯めることじゃなくて、皆さんから預か
った税⾦を市⺠サービスとして返すの
が仕事です。だから、これだけ貯⾦が爆上がりしているのは仕事を全然やっていない証拠な
んです。 
 5 年間で 261 億円増えていますから、1 年間あたり 50 億円強。先ほどの削減したもの、
全部合わせて 45 億円ぐらいなんです。それ以上毎年貯めてるという計算なんです。 
 企業の内部留保と似てると感じる⽅もいるかもしれません。企業が内部留保どんどん貯め
込んで「どこまで貯めるのよ、労働者に還元せいや」という声、まあまあありますよね。そ
れよりひどいと思います。「貯めたお⾦をどう分配するか」企業、経営者、いろいろ悩んで
いるかもしれませんけど、こちらは代⾦払った商品を倉庫に眠らしてるようなものなのです。
「我々がなぜ税⾦払ってるのか?」市⺠サービス受けるためでしょう。なんで商品のお⾦払
うんですか、商品欲しいからでしょう。その商品くれへん、そういう状況が私は今の堺だと
思っています。これ過去最⾼の積⽴なんですよ。 
 2 つ⽬は、市債残⾼、これは借⾦です。借⾦残⾼の推移です。借⾦は少なければ少ないほ
どいいと思われる⽅もいるかもしれませんが、決してそうではありません。⾏政は、何か物
を作る時に必ず借⾦します。現⾦⼀括払いは絶対しません。今から 50 年使う図書館を作る



 4

としますね。50 年先まで使い続ける⼈
って、この中何⼈います?来年⼀括払
いしたら今いる皆さんで全額払うと
いうことなんです。来年引っ越す⼈は
損ですやん。だから、50 年ローンはで
きませんけれど、堺市の場合は 30 年
ローンにして、30 年間その図書館なり
道路なり橋脚なりその公共施設を使
い続ける⼈たちで分担して将来世代
も含めて負担するんです。だから借⾦
というのは意味があるんです。少なく
とも確実に⾔えるのは、借⾦の多い少
ないとか、増えかけて減ってるってい
うのは、公共施設がどれだけ作られていってるかっというバロメーターなんです。 
 マイナス 230 億円になっている、これだけものを作らなくなっているこの 5 年間という
証拠なんです。新たに借⾦をしていないからどんどん減っていってるんです。230 億円って
これすごい額です。フェニーチェ堺は 150 億円です。市税収⼊も増えているので堺市の借⾦
する余⼒って、むしろ増えていっているんです。 
 私の試算では、370 億円借⾦追加でしても将来の負担にならない。実は借⾦をするといつ
か苦しくなった時のために借⾦返済⽤の貯⾦って⾃治体は置いておくのです。その額と照ら
し合わせて、あと 370 億円借⾦しても将来の負担にならないぐらい余⼒があるのです。370
億円あったら中央図書館も建て替えられるし、博物館も建てられる。 
 とは⾔っても、どのくらいが適度なのか、よう分からんという⽅に、他の⾃治体との⽐較
をお出ししたいと思います。これは市⺠⼀⼈当たりの基⾦残⾼です。1 ⼈当たりの貯⾦残⾼
は 20 ある政令市上から 5 番⽬、
借⾦の少なさは上から 4 番⽬。少
なくとも堺市は貯⾦の⽔準でい
うとだいたい真ん中ぐらいなん
です。じゃあこれより下のところ
でみんな財政危機なんですか?借
⾦の多さというと、令和元年時
点、既に少ない⽅から数えて 6 番
⽬なんです。 
 堺市の令和元年時点の⽔準と
いうのは財政危機ですか？その
下全部財政危機ですか？市⻑は
みんな財政危機だって怯えて、
「あれもやめろ、これもやめろ」
てそんな⼤騒ぎしましたか?してません。堺市だけなんですよ。その結果、⼦育て政策・⼦
育て教育、もうバサバサ切られました。「建設計画が済んでるものをいきなりやめるわけに
もいかへんし、だけど⼦育てって切ることができる」そうそう、こういうことです。 
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永藤市政の⼦育て政策の結果 
 堺市が独⾃で全額負担してオリジナリティのある政策を⼦育てや教育に今まで増やして
きたのです。「全額堺市負担でもやろうぜ」と⾔ってる施策がいっぱいあったから、削りご
たえがあったんです。1 億円の予算の政策を切ったって、実は半分国のお⾦が 5000 万円⼊
っていれば浮く額 5000 万です。ところが⽵⼭市⻑の時代に「堺市単独でもやるぞ」といっ
て⼦育てや教育に堺市全額負担の政策をいくつも作ってきたから、1 億円の予算の事業を削
ったら、1 億円全額が浮くという事で永藤さんは削りごたえがあったんでしょうね。それと、
「⽵⼭のやったことはおかしかった」と⾔いたかったのか知りませんが、どんどん削られた
結果、全国でトップ 10 ⼊りの常連だった⼦育てしやすい町ランキングも永藤市⻑になって
から現在急落しまして 39 位です。これは削ったということもありますし、新たな政策を打
ち込まなかった。⼀⽅で全国の⾃治体は競い合うように、新しい政策を打ち込んだ、堺は置
いてけぼりを⾷らっているということを如実に⽰しているのかなと思います。 
 2 つ⽬です。これは不登校児童⽣徒の推移です。これは全国の数字です。 
 トータルでいうと、令和 3 年から令和 5 年で 41%、4 割も不登校の⼦どもが増えている
んです。私が問題にしているのは、41%も不登校児が増えているのにそこに対して予算を伴
う政策を何⼀つしていないということです。⼿を打っていないです。ちなみに⽵⼭さんの時
は、教育⽀援教室、不登校の⼦どもがいける学校の外の学びの場、堺市は当時 3 カ所だった
んですけども 4 カ所⽬を作りました。お⾦かけてやったんです。永藤⽒を増やしてないで
す。また、全国の多くの⾃治体が、不登校児童が通う教育⽀援教室を 1 年⽣から通えるよう
にしているんです。堺市は 4 年⽣からです。これについて、「1 年⽣、2 年⽣、3 年⽣は不
登校になってもすぐ学校に戻る傾向があるからいらないんです」と答弁しました。1 年⽣、
2 年⽣、3 年⽣受け⼊れようと思ったら、先⽣を増やさなきゃいけませんよね。お⾦がかか
ります。じゃあ 1,2,3 年⽣ってほんまにすぐ戻れる傾向があるのかデータで⽰せって⾔った
らデータはありませんと。ええ加減ですよ。1 年⽣、2 年間で 2 倍になっています。不登校
の⼩学校 1 年⽣。低学年は絶対数が少なくても伸び率が⼤きいんです。こういうところに⼿
をかけない。⼀⽅で、いじめ不登校対策⽀援室というのを永藤市⻑が作りました。これは組
織の組み替えからお⾦かかってないのですけども、そこで不登校対策何ができるのか。1 ヶ
⽉で病気以外の理由で 3 回以上休んだ⼦どもをピックアップして早期発⾒につなげている
と答弁しています。⽉ 3 回休んだ⼦は不登校の予備軍やと、抽出して調査するんです。そん
なこと、市⻑部局に教えてもらわなくても、3 ⽇休んだら学校の先⽣は、「あれ、⼤丈夫か
な」ってみんな気づいてる。そんな無駄なことをするなと、私たちは怒ったんですけど、未
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だに存続しています。現場からしたら嫌ですよね。3 ⽇休んだなんて分かっているのに、市
⻑部局から電話がかかってきて、「渕上君 3 ⽇休んでるけど⼤丈夫?状況教えて」と。報告
の⽅がめんどくさいですよね。 
 続いてが学⼒です。全国学⼒テスト、⼩
6 と中 3 で全国の学⼒学習調査のテスト
の結果、全国平均を 100 としたものに対
して堺がどれくらいあるかという数値
で、私はこんなのどうでもいいと思って
います。上がろうが下がろうが。そんな
にこだわらないですけど、永藤市⻑がこ
だわってるんです。学⼒を上げるんだ、
それを教育委員会の⼀番の⽬標に掲げて
いるくせに下がっているという状況なん
です。⼿元のグラフ、表を⾒ていただけ
ますか。永藤市⻑が発⾜した令和元年あた
りから急激に下がっているのがわかると
思います。⼩学校でやっていたマイスタデ
ィ授業、1 億円の予算でしたが補習授業を
永藤市⻑が辞めたんです。そこから急降下
してるんです。これだけが原因とは⾔いま
せんけど、データを分析すると堺市は⼆極
化している。低位層、勉強が苦⼿なことが
増えている。「勉強が苦⼿なこのための政
策をやめたら、それは増えるわ」と私は思
っています。私は不登校の当事者なんです
けど、うちの息⼦は「学校に⾏くの嫌やけども、マイスタディは楽しい」と⾔っていました。
そのマイスタディを奪ったのは永藤市⻑です。 
 2 つ⽬は中学校です。さっきは永藤市⻑就任直後から下がってるけど、これは令和 4 年ぐ
らいから下がってる。急落してるんですよ。令和 4 年から下がってる。この令和 4 年の中学
校 3 年⽣は、⼩学校だったときマイスタディーがあった⼦どもたちなんです。学⼒を上げる
ぞということを第⼀の⽬標に掲げながら下がっていっている。何か彼らのやっている⽬標に
対するアプローチが間違っているんでしょうね。 
 そんな永藤市政の⼦育て政策の結果なんですけど、学⼒が下がっていること⾃体は喜ばし
いことはないけれども、⾮常に今現場で感じているのは、さっきみたいな財政、とにかく貯
⾦貯めるぞってバーンって増やしたり、財政危機や財政危機やと⾔ってるから、職員がお⾦
をかかることに対してみんな尻込みしてることです。「これ⼦どものために使いましょうよ」
って⾔わなくなってる。これは⼦育て政策だけじゃなくて、まちづくりの部局も⼤概そうで
す。 

⼦育て政策の現場で起きていること 
 その中で起こっている現象を 3 つほど紹介させていただきます。 
 堺市にはもともと百⾆⿃⽀援学校と上神⾕⽀援学校という 2 つの障害児が通う⽀援学校
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がありました。両⽅パンク状態でした。特に百⾆⿃⽀援学校のパンク状態がひどくて、かつ
⽼朽化していて、施設がひどい。上神⾕はパンク状態と⾔いながらも、施設は⽐較的新しく
素晴らしいものだと⾔えます。百⾆⿃⽀援学校は北区と⻄区の間ぐらいにありまして主に堺
区・⻄区・北区の⼦どもが通っています。美原区・東区・中区・南区の⼦どもが通う上神⾕
⽀援学校は南区の南の⽅にあります。 
 皆さん、この地図だけ⾒て百⾆⿃がむっちゃパンクしてて⽼朽化していて「それなんとか
解消せなあかん」って⾔ったら 3 つ⽬の学校どこに作ります。私なら堺区ですね。⼈⼝密集
地の堺区の⼦どもが通える堺区の第三の学校を作って、⻄区・北区の⼦どもが百⾆⿃⽀援。
上神⾕は⽴派やし、みんな満⾜度⾼いからそのままでもいいかもしれないなという中で、ど
ういうわけか中区のど真ん中の宮園に作っているんです。結果、どういう効果になっている
かというと、東区と美原区と北区の東半分の⼦が中区にある宮園に通い、中区の⼦どもは上
神⾕に通い、北区に百⾆⿃⽀援があるのに北区の半分の⼦らは北区を通り越して⾶び出て中
区に通わなあかんっていうね。こん
ないびつなことが起こっているん
ですね。 
 すると「なんで私たちが転校しな
あかんねん」て騒ぎになっていま
す。せっかく作るのに、なぜこんな
おかしな場所に作ろうとしている
のか。宮園⼩学校が⼦どもの数がど
んどん減って校舎、教室が余ってる
からです。お⾦のかけるのが嫌やっ
たからです。堺区にも公共の⼟地が
ある、例えば湊⼩学校という廃校に
なった⼩学校があります。そこの校
舎は古いから潰さなきゃいけないのですけど、そこに新設したらよかったと私は思っていま
した。しかし「いや、⾦かけられへんねん。宮園で校舎、まだ使える校舎が余ってるから宮
園です」と、こんないびつなことになりました。 

 ⼀時保護所の件です。虐待を受けた⼦どもや、⾮⾏等で家庭に帰れない⼦らが⼀時的に保
護される施設です。平成 19 年、堺市が⼀時保護所を⾃前で設置したときは、定員が 20 ⼈で
した。それがどんどんパンクするようになって、令和元年 24 ⼈、それがたった 3 年後、30
名の増員となり、そしてたった 4 年後に「あと 6 ⼈増やします」といってまた予算が計上さ
れました。急激にこの⼀時保護者に来る⼦どもが増えてるんですね。虐待されたりとか、そ
ういうことが増えてるっていうことです。 
 いろんな社会的状況がそうなってるのですけども、その 6 名増やす予算が計上されている
状況で、施設を⾒に⾏ったら、すでに 43 名の⼦どもが定員 30 ⼈の施設に押し込まれてる
んです。もう部屋がないので、普通の会議室に無理やりベッド置いて寝かせることになって
たんです。そもそも家庭で虐待を受けていた⼦を無理やり⼀時保護所に⼊れるんだから、せ
めてこういう施設は家庭的な環境を作ってやらないといけないのです。なのに、「じゃあこ
の 6 名増やすのってどうすんの」という時に、今の堺市の職員は「お⾦をかけたくない、か
けたら怒られる」となってしまっているんです。現場の職員はかけたいと思ってるはずです
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よ。でもかけたら怒られてると思ってる。何が起こったか。既存施設を活⽤しようとなった
わけです。その活⽤しようとした既存施設は、使い終わった保健センターだったんです。ど
んなところが⼦どもの寝起きする場所なのかを⾒に⾏きましたら、この写真です。⼤きい⼀
部屋で 80 平⽶の部屋やったんですよ。この 80 平⽶の部屋を区切って使うんかと思ったら、
区切る予算がないからこれ⼀部屋なんです。このツンツルテンの床と味気ない壁、この 80
平⽶のだだっぴろい空間に、家から連れて来られて保護された⼦が、⼀⼈で寝るんです。「こ
んなとこ使うな」って私思ったんで
すけども、職員は「⼀⽣懸命家庭的に
しますから」と⾔いました。出来上が
ったところ⾒に⾏ったらこんな感じ
でした。カーペット 1 枚敷いてね、簡
易ベッドみたいなのを置いて、机と
椅⼦がありました。こんなところで、
虐待を受けた⼦が寝るんです。しか
も、びっくりしたのが、この机とか椅
⼦とかね、職員の寄付なんです。⼿洗
いがあるんですが、配管が壊れても
う使えなくなった洗⾯です。お⾦が
ないから撤去できない。⽔も出ない洗⾯が取り残されている。こんなところで⼀⼈で⼦ども
が寝るわけです。 

ちなみにこの施設は⼀時保護所のために作られた施設じゃないから、動線も監視が⾏き届
くような動線になってないです。だから逃⾛を図ろうと思ったら逃⾛できるとか、隣の部屋
に男と⼥の⼦が保護されたら⾏き来できてしまうとか、全然配慮がないから、私は利⽤でき
る⼦があまりいないと思います。だけど職員は 1 ⼈でも⼊れば何⼈も張り付かないといけま
せん。そして、⾷堂もないから、わざわざ今ある⼀時保護所から⾷事を運ばなくてはいけま
せん。そういう職員の労⼒には考えが及んでいないんです。予算かけないということばっか
りで。こんなところで⼦ども落ち着きますかね。 
 3 つ⽬は⾦岡公園プールです。⼦育てに関連するものとして私は例⽰しました。供給開始

が 1960 年。2004 年に⾶び込みプー
ルが閉鎖し、2012 年観覧スタンドが
閉鎖し、だんだんだんだん⽼朽化が
顕著になり、とうとう 2022 年に幼
児⽤プールが漏⽔で使えなくなりま
した。そして、23 年に変形プールが
閉鎖し、この 23 年の営業終了後に
⼤規模漏⽔が発覚し全⾯閉鎖になり、
全⾯閉鎖後にじゃあどう整備すると
いう計画がぼちぼち起き始めたんで
すが、2 年経った今も計画は出来上
がっていません。こんなボロボロに
⽼朽化進んでたら途中でもうそろそ
ろ計画⽴てようとなるでしょう。⾦
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かかるからやらなかったんですよ。⼤体幼児⽤プールが閉鎖した時点でね、「幼児がプール
という市⺠サービスを受けられなくなっているんだから考えようや」となるのが普通ですが、
みんなお⾦かけるの嫌でね、先送りしに来たんですよ。 

これ図書館とかでありえますか、⼦ども図書コーナーが何かの事情で破壊されて使えなく
なったけど、「まあ⼤⼈が使えるからしばらく使い続けようぜ」って⾔って、「⼦どもを使
えんでもええやん」と。そんな発想絶対ないでしょう。結局やっぱり、プールってすごくお
⾦かかる施設だからなんでしょう。プールも、きれいなものがあればその街住みたいな、そ
こで⼦育てしたいな、と思う⼀つの⼤きな魅⼒になると思うんです。 
 ともかくこんな形で「⾦を使うな、使うな」と、職員はそんな呪いにかかっていて、お⾦
使わないやり⽅から⼊るから、全然市⺠⽬線じゃないんですよね。本当にひどいです。 

⼦育て政策の担当職員の⾔葉 
 私は、担当職員にも⽴派な⼈が多いなと思ってるんですけど、このプレゼンをするにあた
って、⼦育て政策の担当職員とざっくばらんにいろいろ話したんです。⼦どもをどう育てた
い?この堺でいろんなことを⾔ってくれました。 
・どんな環境にあっても、それぞれの⽬標に向かって頑張っていこうと思える社会にしたい。 
・⼦どもの頑張りに応えてあげたい。 
・どんなことも希望や夢を持っている町にしたい。 
・分野に偏りなく、つまりなんかこう、貧困の⼦どもばっかりとか⼒かけるとかじゃなくて、 
 偏りすぎず幅広に、そして的確に、それぞれの状況の⼦に的確に施策を打ちたい。 
・⼦どもの体験格差なくしたい。 

だったら⽇⾼少年⾃然の家なくすなよって僕思いましたけどね。あれは都会の堺の⼦ども
と⽥舎の⼦どもの体験格差をなくすためなんですよね。 
 職員はみんな、思いはあるんです。⼦育てをしっかりやりたい職員がちゃんといるんです。
だけど⾦かけたらあかんと思うからもう⼿⾜縛られてるんですよね。それもハコモノを作る
ことに関してはもうすごい拒絶感がありますね。 
 この体験格差について、こういうことがありました。私は今、中学校の PTA の会⻑をし
てまして、すごく⼤規模校なので、コーラス⼤会をするのに体育館でも⼊りきらない状況に
なっちゃったんです。そこで思い切って PTA のお⾦でフェニーチェ堺を借りたんです。保
護者もみんな来れるようになったんですよ。⼦どもらもすごい⽣き⽣きして、「あの⼤ホー
ルで歌えて、⼀⽣の思い出になった」って⽣徒代表の⼦が⾔ってくれて本当に感激しました。
ただこれはね、三国丘中学校っていう⼤規模校だから 1 世帯あたりの負担 500 円ぐらいで
きたんです。これは⼩さい中学ではなかなかできないです。フェニーチェという⽴派なハコ
を持っている堺の強みを⽣かして、⼦どもたちのために予算をとって、体験させてあげる。
私将来歌⼿になりたいなとか、演劇したいなとかそういう夢を持たせることって、お⾦をか
けてできることもあるんです。そういうことをやってあげてほしいなと思います。 
 全国に「堺は⼦育ての街なんや!」って⾔ってね、職員が胸張って、アピールできるような
街にしたい。「堺市政の⼦育て政策はこのままでいいのか」。⼦育て・教育は未来への投資
やということで、⼀⽣懸命そこに、まずお⾦とそして何よりも⼼を込められる堺市にしたい
な、皆さんと作りたいなと思います。そのことをお伝えして私の提起を終わります。 
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質疑応答 
質問 中学校で PTA 会⻑をしています。永藤さんは、⾦を貯めて何をしたいんでしょうか。ためて
何かドーンってやってくれるのか、府に上納するのか、カジノのために使うのか、教えて下さい。 

渕上議員 選挙に使うでしょう。そのお⾦を選挙に使うという意味じゃなくて、「増えました。貯⾦
を増やしました。借⾦減らしました」というあのグラフを選挙で使いたいんじゃないかなと私は思
いますね。「⽵⼭さんは財政をボロボロにした、私が復活させたヒーローだ」ということで選挙で使
えたい。それと、じゃあほんまに政策として何使えたらいいかというと、よくわかりません。⾃動運
転とかありますけど、規模感が全然違いますからね。 

質問 あらゆる暴⼒防⽌プログラム、CAP というプログラムを全⼩学校と中学校の⼀部で提供して
います。キャップの授業を提供する中では、各学校園に⾏って⼦どもの直接の声を聞いています。本
当に今の施策の話を聞いてもいろんなカットされたことで、犠牲になっているのは⼦どもたちです。
この予算を増やしてもらったり、さらに何か施策として取り⼊れていくときに何か考えとか、議員
の皆さんで思われている⼦どもの課題というのはあるんでしょうか。 
 2026 年の 12 ⽉ 25 ⽇から、⼦ども性暴⼒防⽌法、というのが、もう動いてきます。それに関して
何か施策をしていかないけないのではとの思いでいっぱいなんですが結構まだまだ難しい社会の状
況があるかもしれませんが、取り組むというところで動きそうな何かことはあるのでしょうか。 

渕上議員 まず、⼦どものために何を使いたいか、議会でどう考えているのかというと、議員によっ
て考えはバラバラなのです。さっき学校の外の不登校の通い場、教育⽀援教室の話をしましたけど、
学校の中でそういう教室とか、安かろう悪かろうみたいな何でもタダでもらえるみたいな⼦育て教
育ではなくて、質の⾼いものが必要と思っています。  ちなみに先⽇⽂科省が性犯罪的な⼈のデ
ータベースを教員採⽤で活⽤していない⾃治体がかなり多いみたいなことがネットで流れてたんで
すけど、堺市は活⽤しています。活⽤した上で、過去の懲罰歴、性的なことに関わらず懲罰歴とかチ
ェックして、採⽤活動をしているということは、申し上げておきます。 
 ⼦ども⾃⾝、やっぱり被害者にならない、あるいは加害者にならない取り組みの中で、CAP とか
もすごく重要だし、⼦どもは権利主体なんだということを社会全体が知ることと同時に、何よりも
⼦ども⾃⾝が知ることが⼤事だなと思っていて、私は⼦どもの権利条例を作りたいとずっと議会で
⾔い続けています。まだ条例はできないんだけれども⼤きな動きがあったのは、⼦育て会議という

⼦どもの政策を打つ会議があり、
私、委員になったんですが委員に
なったときに⾔ったんですよ。
「この中で⼀番若いのって 40 歳
ぐらいなんて、なんで⼦ども⼦育
ての話を決めるのにそこに⼦ど
もとか、今⼦育てしてる世代以内
の 30 代、20 代以内のということ
から、⼦ども委員に加えよう」と。 
 最初、永藤市⻑はすごい否定的

でしたけど⼊れました、4 ⼈。ものすごい⽴派なことを⾔うんですよ。まあそれはちゃんと⾔うため
の段取りもあったからなんですけどね。すると⼤⼈たち委員がみんな発⾔するのありました。もう
審議会の中で黙っている⼤⼈が⼭ほどいまして腹⽴っていたんですが、素晴らしいことだなと思っ
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て、それは⼤きな⼀歩だし、そうやって⼦どもの意⾒を社会に反映させるのが当然のことなんだ、み
たいなことを私は今頑張ってやっています。 
 今年、建設委員協会における⼦ども権利の擁護について質問したら、何ですかこれってびっくり
されたんです。「あんたら公園作るでしょって。こういうやつ作るときに、⼦どもがいいんじゃない
の?って。まちづくりに⾏くときにどうなん?」て⾔いながら、ちゃんと答弁して、守っていくという
答弁をしてまいりました。その⼀⽇中重ねていく先に条例にしていけでばなあと思っています。 

質問 渕上さんのお話しは、不登校やいじめに対して⽀援学校や⼀時保護所などを拡充する予算を
増やせというふうに聞こえますが、そこが問題なのでしょうか。 

そこに焦点を当てるのではなく、そもそもなぜ⼦どもたちが学校に⾏きたくないのか、今の⽇本
の学校の在り⽅が⼦どもたちを不登校やいじめに追い込んでるのではないのか。⼦どもたちを追い
詰めている、今の学校や教員、そして保護者⾃⾝もが内⾯化している考え⽅、価値観そのものを転換
する営みこそが求められていることなのではないでしょうか。 

渕上議員 限られた時間で前市政との違いを⽰すために、教育⽀援教室などの不登校の⼦の受け⽫
を中⼼に話しましたが、不登校問題の本質的な原因は「学校・授業がつまらないこと」だと私も思っ
ています（もちろん別の原因の不登校もありますが）。よって、学習指導要領や標準授業時数の⾒直
し、それを基にした学校の年間授業時間数の⾒直し（※）、教員が授業準備と⼦どもに向き合うため
の時間と⼼の余裕を作るためのあらゆる取り組みなどが必要だと思っています。これらのことにつ
いては、度々議会でも取り上げており、さきほども⾔及したつもりでしたが、伝わりにくかったかも
しれません。 
（※）年間授業時数について私が議会で取り上げたことが新聞記事になり、その後⼀定の改善が図
られました。ご参考までに。 
https://www.sankei.com/article/20240504-P6VQTPTM2FL4RFQBHYCXKJQH2Y/ 

⼀⽅で、先ほどの提起で主に述べた「受け⽫確保」も、私は重要だと思っています。これは現に不
登校の我が⼦を⾒ていてもそう思います。先に述べた「本質的な対策」は、⼀朝⼀⼣でできうるもの
ではありませんし、それですべての不登校児童⽣徒が救われるわけでもないからです。よって、短期
的な対処策としても、教育⽀援教室、校内教育⽀援教室、フリースクール等の受け⽫確保は重要で
す。どちらかではなく、どちらも、やらねばならないものだという認識です。ただひょっとすると、
前者は⽂科省マターの要素が多く、後者は各⾃治体と教育委員会でやれる要素が多いため、私が地
⽅議員として発信する中では、後者が多めになってしまっているかもしれません。今後はそのあた

りを意識しながら発信しようと
思います。 

 

 

 



 12

報告：「不登校対策」と保護者市⺠ 
                 井前弘幸さん（⼤阪の教育を考える堺市⺠の会） 

府⽴⾼校教員をしておりました。⼤阪の教育を考える堺市⺠の会を作っ
て、この何年間か不登校問題を含めて堺市の教育が抱える問題について、堺
市の教育市政に提⾔をしたり、現状について市⺠と⾏政が話せる機会を作
ることができればということで、学習会等でいろんな関係の⽅とつながり
をつくろうとしています。 
去年の 10 ⽉ 29 ⽇、⽂科省が 2024 年度の不登校の数が、⼩中学校で、35

万⼈を超えたという統計を出しました。「不登校」35 万 3000 ⼈ですが、⻑
期⽋席者は全部で 50 万 7000 ⼈
もいます。「病気」「その他」を含めると 50 万⼈を超えま
す。2014（平成 26 年）度から、「不登校」だけでなく「病
気」「その他」が急に増えています。⽣徒数全体は減って
いるのに。「病気」「その他」に分類をされている「不登
校」の⼦どもたちもたくさんいると思われます。 
 ⼩学校では、2006 年度に 23000 ⼈だったのに、2024

年度には 137000 ⼈。「不登校」が 6 倍以上になっていま
す。対して、中学校では 10 万 3000 ⼈から 21 万 6000 ⼈。

2 倍以上です。⼩学⽣の増加率 6 倍というのは、尋常なこ
とではありません。⼩学校では、2014 年、2015 年のあた
りから急増しています。中学⽣の増え⽅と⼩学⽣の増え⽅
が極端に違うことが分かります。 

また、学校や⾏政側が把握している理由と、⼦どもたち
が答えている理由が全く異なっていることが、⽂科省が発
表している資料から明らかになっています。⼩学校で⼀番

多いのは、「勉強が分からない・ついていけない」です。しかし、次に多いのが、「きっかけが分から
ない」、「体の不調で学校に⾏こうとするとお腹が痛くなって動けない」です。この 2 つを合わせた
ら、50%を超える⼦どもたちが「分からないけども学校いけない」と答えています。ところが、学
校・⾏政側の統計では、「無気⼒・不安」という形で集約をされてしまっています。それから、「勉強
が分からない」や「先⽣のことが信⽤できない」という理由も含めて、⼦どもたちは、実際には多様
でさまざまな理由をあげて「学校⾏かれへん！」という悲鳴をあげているのです。中学校も全く同じ
傾向です。中学⽣も「なんでか分からんけど、学校⾏かれへん！」というのが本⾳のように⾒えま
す。⾏政・学校側の把握とは全く違うんです。 

⽂科省調査をもとに堺市教委は資料「統計データから⾒る不登校の要因に関する考察」で、５割程
度は学校や同級⽣との関わりは不登校にあまり影響をしていないとしています。しかし、そこから、
⼦どもたち同⼠の働きかけではダメだから、「学校復帰以外のアプローチを考える必要がある」と対
策ありきの答えを出しています。おそらくは対策を年度単位でかつ早期に出さなければならないか
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らだと思いますが、⼦どもたち⾃⾝がどうしたらいいか
分からないと苦しんでいる状況があるのに、そこが軽く
扱われています。「学校に登校する」という結果のみを
⽬標にはしないが、「児童⽣徒が⾃らの進路を主体的に
考え」「最終的に社会的に⾃⽴する」という「⽅向付け」
最優先の結論になっています。しかも、⾃⼰責任による
⽅向付けです。 

⼩学校 6 年⽣、中学 2 年⽣への「どんなきっかけがあ
ったら登校できるようになったか」というアンケート調査の結果があります。登校できる「きっか
け」例がたくさんあげられています。でも、「どうしてもらったら⾏けただろうか」の質問に、中学
校でも⼩学⽣でも、半数以上の⼦どもたちがきっぱりと「ない」と答えてしまっています。 

堺市のこれまでの「対策のまとめ」を⾒ても、たしかにスクールソーシャルワーカーの配置等はあ
りますが、⼈数も少なく、「学校の中で対策を講じる」、「放課後登校」等現場の頑張りに任されてい
る気がします。○○のためにこういう予算をつけて対策を取りまとめたとか、⼈的配置をしました

とかがほとんどないというのが実情です。「早期発⾒」「早期対策」という対症療法が主なものになっ
ています。 
 先⽇の堺市議会で、三国丘校区の不登校サポート地域有志「みくにで話そ」の保護者が、スペシャ
ルサポートルーム（SSR）の充実を求める陳情をされました。予算措置を含めて具体的な要望をされ
ています。でも、これらのことについて、具体的な話はなかなか前に進まない。校⻑・教職員・保護
者・地域の協⼒と⾏政のタッグが必要です。実現するには⾏政の積極的な関与は不可⽋です。「なが
おえん」という取り組みを以前にも報告させてもらいましたけども、保護者同⼠が集まって学校と
連携を取りながら「気軽に話をできる」「保護者が安⼼できる」場を作って欲しいという保護者の要
望を具体化したものです。そういうものを「堺市版コミュニティースクール」（堺市教委）という発
想を使って広げて欲しいと思います。 

「⼤阪の教育を考える堺市⺠の会」では、この間、堺市の学校改⾰を進める市教委の「学校改⾰推
進室」との話し合いの機会も作ってきました。「こういうことできませんか」等いくつか例⽰をしな
がら、まずは保護者・市⺠と教委事務局が「ざっくばらんに話せる機会」や「窓⼝」をつくってくだ
さいと要望してきたのですが、結論として「できません」となってしまいました。そこから先へ進め
ないというのが現状です。別紙で配っていただいていますけども、1 ⽉ 15 ⽇まで、次の堺市教育振
興基本計画（5 カ年計画）案へのパブリックコメントが募集されています。この機会に、⾃分の思い
を⼀つでもいいですから、堺の⾏政に伝えていただけたらと思います。 
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報告：⼦どもと⼤⼈がともに地域で 
⼩松清⽣さん（さくら今池公園まつり実⾏委員会） 

私たちの地域は⻑尾中学校と五個荘⼩中学校区で、⼤和川が⻑尾街道に挟
まれている地域でその辺だと思ってください。 

「桜今池公園」と「川と遊ぼう⼤和川クラブ」が 2 つ⼤事な居場所なんで
す。常磐町、新浅⾹⼭⼩学校がこの北側で毎⽉活動し堺区の浅⾹⼭公園で活
動しています。 

私たちにとっては本当に待望の公園でした１９８５年あたりから⾔い出
して、１９９３年にやっと実現したのが五個荘東⼩学校の南にある池を埋め
てできた公園です。 

2008 年から桜今池公園、ワ
ークショップをしようと住⺠有志が集まりました。場
所が五個荘校区と東浅⼭校区の境⽬にあり、どちらの
⾃治会も公園愛護会で世話するのが嫌やと⾔われた
ので、「⼤変やねん」ということで「私たちやらして」
とどちらの校区も住⺠が⼊っていくような経過にな
っていくのですが、はじめからこのワークショップの
2 つの校区が参加していました。このワークショップ
に「⼦どもたちも参加したらええやん」と⾔いながら、
せめて⼦どものアンケートを反映させたりしており

ました。 
五個荘歴史カルタにこの 4 つの校区が元五個荘ですよ、と呼びかけておりました。こういうとこ

ろにできた公園なんです。「池なので池残してほしい」って⼀⽣懸命⾔うたんですけどこれは実現し
ませんでした。遊具もいっぱい出ていくつか実現しています。「広いグランドがいるよ」って要望を
してこんなワークショップの結論が出てたのです。ほぼ完成に近づいたところで耐震貯⽔槽もある、
トイレもある。マンションから⾒下ろしたらこういう公園です。 

まだ愛護会はできてないんですけど「公園できたからお祝いしよう」と⾔って、4 ⽉ 14 ⽇こうい
うの呼びかけました。その頃北区の街づくり会議とか区
⺠評議会とかに⼊れてもらってたので、こういうのを広
報に載せてくれたのでいろんな⼈が来てくれました。元
の地主さんとかも⼀緒に歩いていっぱい情報を教えて
くれたり、池はこんなやってなっていうことを⾔っても
らったり、⼦どもたちも参加をしてくれある⼦はずっと
活躍をしていたりとかっていうつながりになりました。
桜今池公園をもっと良うしていくためにどうしたらい
いかなとか、いろんなことを語り合ったりしました。 
 その年愛護会が発⾜するんですが、「この⽊何の⽊、
名札をつけよう」という会を呼びかけました。愛護会が発⾜をして公園ボランティアを続け、2021
年からは毎⽉⾒回りしながらお掃除しようというのを定例化して、2023 年ごろトイレの掃除がめち
ゃめちゃ悪いので業者を指導しなさいよって堺市を呼びつけていろいろやったけど、「住⺠がシルバ
ー⼈材センターに登録してしてくれませんか」とか⾔って、その話やり取りをしたりしながらちょ
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っとましになってきました。いたづら多いから閉鎖しているトイレを住⺠がやるからって鍵を預か
って毎⽇開けて閉めてということをしたりとかということをしながら、公園祭りとかをやるように
なってきています。そして今要望としていろんな遊具を少しずつ実現してきたり、近く与謝野晶⼦
ブランドザクラが植えられるとか、鉄棒も⻑いことこういう状態からやっと実現しそうやとか、と
いうようなことをしたりしています。 
 2019 年 7 ⽉に毎⽉だけではあかんな、なんかしょうって呼びかけて公園の防災施設があるのでオ
ープンにしょうやっているのと、あと防⽕をやろうということでこれは学校だけで配ったりして呼
びかけましたが、祭りが実現をして楽しくできたというのを公園愛護会の広報誌「緑通信」でしたか
ね、そこに載せてもらった記事です。 

公園愛護会というのは広さに応じて援助⾦
があるのです。だからいろんなことをやろうと
思ったらできるということで、そこから公園祭
りに使っています。2024 年公園祭りをやろう
ということで桜今池公園愛護会主催で呼びか
けをしましてイベントをしました。ステージで
公園を使ってグランドゴルフをしている⼈た
ちとか、太極拳をしてるとか、ここへ来て遊ん
で⼤和川クラブの発表したりとかそんなこと
をしたりして、⼈気は豚汁を無料提供でした。
⼦ども⾷堂みたいに並んで⼤好評でした。 
 それを 1 年⽬は五個荘校区の⾃治会とかが注⽬をしてくれていて「今年だけど、愛想ないわ、僕
らも⼊れてや、もっと規模⼤きしょ」と⾔ってくれて五個荘と東浅⾹の連合が⼀緒にやってくれる
イベントが実現をしました。楽しいイベントになって、初めから協⼒してくださっている⼤阪公⽴
⼤学の先⽣が公園緑地を研究しておられるので学⽣さんに連れて協⼒に来てくださっています。こ
ういう楽しいステージも実現をして区⻑は挨拶をしましたし、⻑尾中学の校⻑先⽣が⼀⽇中いては

って、⼀緒につきあって中学⽣の司会を⾒守っているとい
う感じとか、Big Heart Jazz Band もこれから参加してくだ
さっています。 
 五個荘の歴史、今池の歴史を地元の⼈にも伝えていこう
と今年の 3 ⽉ 21 ⽇五個荘中学校にはこういうふうに掲⽰
されていますし、⻑尾中学校でも変化が起こっております。 
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報告：学童保育で⼦どもたちは 
松⾕由紀さん（堺学童保育連絡協議会） 

堺市の放課後事業は 3 つ、「のびのびルーム」「堺っ⼦くらぶ」「放課
後ルーム」です。92 校区毎に学校施設内で実施されています。 

利⽤児童数のグラフをご覧ください。1997 年に現在ののびのびルー
ムがスタートしました。当時は 2520 名と聞いております。現在は
9000 名ほどの児童が利⽤しております。この数字はのびのびルームの
児童数になりますので、堺
っ⼦クラブや放課後ルーム
を⼊れると 1 万⼈を超える
児童が利⽤しているという

状況です。少⼦化と⾔われているんですけども共働き
やひとり親家庭が増えておりまして、利⽤者数は今の
ところ年々増えているという状況です。 

堺の学童保育が抱えている課題についてなんですけ
ども、教育現場や保育の現場と同じで指導員不⾜です
ね、あと⼤規模化があります。中には 200 名 300 名を超
える⼤規模ルームもありますし、その中で教室が⾜りないとか狭いと⾔った問題、そしてまた後ほ
ど触れますが運営体制が学童保育は⾮常に不安定というのが堺の⼤きな課題となっております。 

こちらの円グラフは 1 ルーム（1 校区）あたりの児童数
を表した円グラフになっております。利⽤児童数は校区に
よって本当にバラバラで偏りがあるんですけども、⾃分の
校区に学童保育は通わないといけないので、このような形
になってまして、全体の約 4 分の 3 が 100 名を超える児
童が在籍しているという⾵になっております。そのうちの
3 ルームについてはもう 200 名を超えてまして、中には
300 ⼈を超えるルームもある状況です。指導員の先⽣が先
ほど⾜りないとお伝えしたんですけども、学童保育で⼦ど

もたちはホッとして⾃分の⽻を伸ばす場所というか、やっと解放される場所になるんですけども、
指導員の先⽣が⾜りているからこそ宿題のフォローだったり、遊びを通して⼦どもたちと関われる、
それが本来の学童保育かなというふうに思います。 

指導員が⾜りていないという状況では想像もつくかと思うんですけども、⼗分に⽬が⾏き届かず
宿題も⽀援できないですし、⼦ども同⼠のけんかやもめごと、やはりケガなども起こりやすい可能
性が⾼くなっております。先⽣⽅は⼦どもたちが⼤好きでやっていただいていると思うんですけど
も、⼗分に関わることができないので、堺で指導員をやっていた⽅が他市に⾏ってしまうというよ
うなちょっと残念な状況も⽣まれております。今、堺の実情として本当にこういうことが⽇々あち
こちで起こっております。 

そして、繰り返される事業者選定についても少し触れたいと思います。堺としてもこの状況をど



 17

うにかしないといけないというところで、（堺が
⾔うには）『⺠間事業者のノウハウを学童保育に
⽣かして安定した運営をします。会社同⼠を競
争させてより良い学童保育を作っていきます』
ということで、契約期間 3〜5 年の事業者選定を
2015 年頃に取り⼊れました。この QR コードを
読み込んでいただいたら堺学保連のホームペー
ジに繋がりまして、運営事業者の流れの資料を
ダウンロードできるようになっています。運営
事業者がころころ変わっているという、あり得
ない状況なんですけども、こういったのが今の
堺の学童保育の背景にあります。 

このような中で実際にはより良い学童保育ができているかというと、
私⾃⾝は何⼀つメリットを感じていなくて、周りの保護者からもこのよ
うな声が上がっています。指導員からも管理的な保育にならざるを得ないというところで切実な声
が上がっております。 

少し暗い話ばかりになりましたが、本来の学童保育は魅⼒がいっぱいの場所で、うちの⼦どもた
ちは⾏きたくないと⾔ったことが 1 回もなくて、3 ⼈とも 6 年まで通わせていただきました。親⼦
でもいろんな⾏事、キャンプとか親⼦ドッジボールとかそういうのに参加させていただいて、楽し
い思い出しかないなというふうに思ってます。 

やはり⼦どもたとが解放される場所であること、あと異年齢での関わりってなかなか今やろうと
思ってもできる場所がなくて、たてよこななめの関係は学童保育ならではの関わりだと思ってます。
その中で⼼も体も⼤きく成⻑するこの学童の時期、学童保育での体験は今の⾃分に繋がっていると
いうことを、私の⼦どもたちも⾔ってくれています。 

今、堺学保連では「⼦どもたちの声を聴こう」という
ことで市⻑さんに⼿紙を書く取り組みをしているんです
けども、これが実際 100 枚集まりました。昨⽇、市⻑公
室の⽅に「ぜひ⼦どもたちから⼿渡ししたい」というこ
とを⾔ってきました。やはり⼦どもたちは「あそび・お
やつ・部屋」ですね。これらの要望が圧倒的に多かった
です。議員の先⽣⽅にも昨⽇配らせていただきましたの
で、これをぜひ市⻑さんに⼦どもたちの⼿から渡せるよ
うに、後押しをしていただきたいです。もちろん「のび
のび楽しい」という声もたくさん集まったので、それも

嬉しかったです。そういう取り組みを今⾏っています。 
さきほどお話しした事業者選定なんですけども、3 つの放課後事業（のびのびルーム・堺っ⼦くら

ぶ・放課後ルーム）を２年後に統⼀しますということを、先⽇堺市が発表しました。⻑い歴史の中で
統⼀に向けてこの 2 年が⼤事な時期になりますので、ここは⼦どもたちの声も含めて市⻑さんにし
っかりと進めていってほしいということを伝えるために、今後も運動に取り組んでいきたいと思っ
てます。皆さままた後押しをよろしくお願いします。ありがとうございました。 
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グループ討論・フリー討論 

○ 児童⾃⽴⽀援施設というのがちゃんとあっ
て、いいふうに働いていたと思うんです。それ
を、維新の⼈たちが、「無駄なもんだ」と⾔わん
ばかりに潰してしまったのですけれど、それを
住⺠運動として「そういうの潰したらあかん」
という運動も起こっていると思います。そうい
うことをもうちょっとちゃんとしなければいけ 
ないという意⾒が出ました。 
○ 不登校について、中学校も⼩学校も含め⾮常に痛切に「どうしたらいいのか」という⼼配の声

がありました。⼀⽅で、新檜尾台⼩学校のように、オリーブを学校であげて農業⼩学校みたいなと
ころで、地域の連合⾃治会とか地域とも⼀体となって、不登校の⼦がだんだん減ってきて今はほと
んどいなくなった。 学校へ⾏ったらお話聞いてくれ⾯⽩いっていう⼤変⾰が起こっている。ヒト
モノカネを投じて夢のある堺の学校づくりを、というのがグループの⼀致した意⾒でした。 

○ 皆さんおじいちゃんおばあちゃんで、お孫さんの学校について話しました。他市でできている
ことが堺市でできてないのではということ、トイレがまだ和式の残っているところがあってそこで
なかなか検尿を取れなくて⼀⽇突っ⽴ってたりみたいな話も聞いて、本当に胸が痛んだんです。先
⽣⽅も、評価⽅式が導⼊されているという話も出てるんです。チャレンジテストとか⼦どもたちを
震え上がらせるようなことが⾏われてる。「ほんと⼦どもたちがのびのびと育つんやろか」というふ
うな危惧の声がいっぱいあがりました。親の⽴場としては市役所の組合の⽅も学校の先⽣の組合も
頑張ってほしいないうふうなことだったんです。皆さん⼀緒に頑張りましょう。 

○ 今、⼦育て真っ最中の⽅もいらっしゃいまして、1 ⼈が不登校になったっていう事例を聞きな
がら、「学校には⾏きたいんだけれども、なんか⾏くとすごく⾃分⾃⾝が窮屈になっていく」という
か縛られているような気持ちになっていて学校の中に居場所があったらいいのになっていう話が出
たんです。その⼀つとしては、体の調⼦が悪かったら保健室には⼊れるけども、学校図書館には、学
校司書がいるというのが、本来の図書館には居られる。なんですけども、堺市はなかなか毎⽇そこに
学校司書がいない今の現状が改善されていないんです。本を読んだり、ちょっと⾒守ったりってい
う場所があって、教室に⾏けるっていう事例が他市でもたくさん出てるので、堺市も、早く学校図書
館に⼀校に⼀⼈の学校司書配置してほしいなっていう思いを持ちました。 

○ 私⾃⾝が今なかなか活動はできて
ないんですけど、10 年前から堺市の研修
を受けて、⼦育て⽀援アドバイザーとい
うものに⼀応資格を持ってるんです。⼦
どもが⽣まれると、保健師さんたちが、
若い⼦育ての悩んでるおかあさんたち
を訪問して、順調に⼦どもが育つかなと
いうことを⾒守るっていうことをやっ
てきたのですが、その訪問活動を、資格
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のなくてボランティア意識のある⼈たちを集めて今やってるのがすごく危険なことだと私は思って
います。私⾃⾝は、その訪問活動には参加しないで、地域での⼦育ての広場であるとか、⼦どもの居
場所にあるところに出かけて⾏って、⼦どもの遊び相⼿をしたり、宿題の⾯倒っていうか⾒守りは
してるのですけども、⼦どもが⽣まれた時から⼦どもが幸せに暮らしていける、お⺟さんも地域の
⼈も、⼦どもを⾒守れるそういう施策をちゃんとやってほしい、というふうに思いました。 
 

討論から学んだこと 
塩野直美さん（市⺠ 1000 ⼈委員会事務局） 

 私⾃⾝、中学 3 年⽣から下が保育園の年⻑さんの 3 ⼈の⼥の⼦の⼦育
て中でして、次⼥が 3 年⽣から不登校になり今中 1 なんですけれど
も、働いていますので学童保育もそうですし、本当に今⽇の発表、すご
く切実だなと思いながら聞かせてもらいました。 
 さっきのグループ討論の中でもお話させてもらったのですけれども、
不登校になったその次⼥もやはり学校には⾏きたいみたいなんですけ
ど、⾏くとちょっと息苦しかったりとか疲れてしまって帰ってくるとも
うぐったりして、しばらく⾏けないみたいな状態がずっと続いていたり
もしていて、低学年の不登校は居場所がない、親が働いていると、「じゃあどうするんや」って。
⼦どもを家に放っておくわけにもいかないので、ものすごい苦労をしたのです。先ほど、堺市は、
教育⽀援センターが⾼学年からということで本当に低学年の居場所という意味では、低学年から受
け⼊れる場所を作ってほしい。ただ、4 箇所あるとはいえ、北区から⼀番近いのが堺区のスクール
ポートなんですけど、送り迎えが必要だったりとかなかなか⼀⼈ではいけない。やっぱり各区に⼀
つはいるなっていうのは思ってます。北区役所の中にフィットという居場所がありまして、できた
時は会議室の中の⼀つにちょっと、来たとしてもそこの中を使うだけだったので、「それやったら
家におったほうがいいよね」みたいな場所だったんです。そこも、ちょっと親からの声を聞いてく
れて、おもちゃを置いてたりとか、専⽤スペースを作ってくれてたりとか、そういう⾵にちょっと
変わってはきてはいるのです。そういう居場所がいくつかできたらいいなと思ってます。 
 あと、井前さんの学習会ずっと参加させてもらってる中で、⾼⽯市の⼩学校内の⽀援施設、教育
⽀援員の⽅の報告を聞いたことあるんですけど⾼⽯市は府の予算で、不登校対策として学校内に試
験的に教育⽀援施設を作って、そこに⼈を配置してるんです。それは、府の予算で作ったけど堺市
は政令市やからつかないんですよね。 堺市って政令市やから独⾃に府の取り組みプラスいいこと
ができるはずなのに、それができないというのはなんでかなって思います。やはり、あの今⽇のお
話聞いて、もうちょっとお⾦使ってほしいな。何も使ってくれない。「それやったら政令市である
意味がないやん」というすごく悲しい思いになりました。 
 私は上の⼦は中 3 なので、その⽵⼭前市⻑の時からすごく⼦育てに⼒⼊れてた時代を知ってい
て、今ドンドンいろんなものが切られている、というのは知ってるんです。でも今の保育園の同じ
ママたちは、そういうのは知らなくて、「もうそれが普通だ、仕⽅ない」と思ってる⼈が結構たく
さんいるのです。そのへんを「教育、⼦育てにお⾦をかけたらもっと良くなるんだよ」とそういう
投資っていうのをもっと考えてほしいなっていうふうには思います。 
 ただ、私の周りにもワンオペで余裕のないお⺟さんたちすごくいてて、いろんなところの情報も
⼊ってこないと思うのです。私の場合は、学童も⾏ってたし、マイスタディにもお世話になってま
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した。⼩松さんと繋がったり⼤和川クラブにも参加させてもらって本当にいろんな⼈に関わっても
らって、⼦育てをさせてもらってる。その中でお⺟さんたちと繋がって悩みも相談できるんですけ
ど、やっぱそこに繋がらないお⺟さんたちがたくさんいると思うんです。だからそこをこう繋げる
ようなもの、学童も⼤切だし⼤和川クラブも学童保育も、やっぱ⾃由に遊べるとか、強制されなく
て⾃分のペースで遊べるっていうのが魅⼒だなってすごく思ってます。異年齢で関われるっていう
のも魅⼒。うちの⼦も同じ学年の⼦と同じことをするっていうのがすごく苦⼿なんですけど、異年
齢の⼦の中だと、⼤丈夫だったりするので、そういう場があったらいいなと思いました。マイスタ
ディとか、今池⼩まつりとかも、そういう地域の⽅と関わってもらうことで、そこが居場所になる
⼦っていうのは絶対いると思うので地域も頑張るけど市政も頑張ってほしいなっていうのは思いま
した。 ありがとうございました。 

 
【市議へのクエスチョンタイム】 

Q 児童⾃⽴⽀援施設を潰しましたが、施設を作るという計画はないのですか？ 
A 淵上猛志議員 児童⾃⽴⽀援施設を潰しましたが元々施設があったわけじゃないです。作るとい
う計画があったのを潰したわけです。改めて施設を作るという動きはありません。お⾦かけない⼈
ですから残念ですが、まあそういうところです。 

Q 新しい中央図書館の建設に向けての進⾏状況はどうなっていますか。堺区の図書館も作るという
ことでしたが、これもどうなっていますか。 
A 渕上猛志議員 中央図書館は相変わらず検討ばかりが続いており具体的な動きはないです。堺区
図書館も同じです。候補地すら⽬処がついていない状況です。これもだからお⾦があれば⼟地買う
とかいう選択肢があるはずなのですけれども、お⾦かけないことを前提にしているので、もう市の
⼟地を使うか、市の⼟地がないんだからじゃあテナントでどっか⼊るか、そんなテナントないよ。 
これで終わるわけですね。 

Q 堺市の社会的養護が必要な⼦どもたちの保護施設はパンパンで、新しい施設もひどいことがわか
りましたが、そういった⼦どもたちを⺠間で引き受ける取り組みはあるのでしょうか。 
A 渕上猛志議員 これはあります。要は⺠間で児童養護施設。ご両親を亡くしたりとか、虐待も含
めて家庭で暮らせない 2 歳以上の⼦どもが暮らす施設が堺市内に 4 箇所、これ⺠間が運営してま
す。 もちろん公⾦が⼊ってます。ここで⼀時保護してもらうということはあります。あとは⺠間
という意味では、⾥親も⼀時保護の引き受け⼿にな
ります。⼀時保護って極めて緊急性が⾼いので「じ
ゃあ⺠間の施設にどうですか」とか「⾥親さん、あ
の今⽇連れてっていいですか」とか⾔ってる時間が
あればもう市の直営してる⼀時保護所に本当は⼊れ
たほうが早いというケースがいくらでもあるので、
やっぱりいくら⺠間の受け⽫が広がっていったとし
ても、⼀時保護所は絶対的に必要な施設です。 
Q 現在⼤きな問題になっている脱法⾏為。 堺市議
会議員はちゃんと国保に⼊っているのか。 維新、⼤阪維新の会、16 ⼈のうち国保に加⼊している
⼈数教えてください。 
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A 藤本憲議員 今⼤きな話題となっております。ほんまに腹⽴つ話やなと私は思っております。そ
もそも⽇本⼀⾼い国⺠健康保険料まで引き上げてきた⼈たち、⼈たちが⾃分たちは脱法的な⼿段で
国保免れているというこの問題で当然皆さんの関⼼や怒りも強まっているだろうなと思うんです。 
 ⼤阪市会の⽅で、公明党さんが議会に照会をかけたら、誰がどうとかはわからないんですけれど
も、市議会議員何⼈のうち何⼈が国保じゃありませんでしたという数字は出たみたいです。 他の
⾃治体でも、同様に、そういう数字を出してくれてる⾃治体もあれば、それは個⼈情報なので教え
られませんとしている⾃治体もあります。 私達も年末に照会をかけたんですけれども、堺市議会
は、出してもらえませんでした。 
 でもう⼀つ、確認しておかないといけないのは、単に国保じゃないからイコール脱法的な⾏為か
というとそうではなくて。 問題になっているのは、実体のない団体を作って、そこに理事として
就任するという形の役職を持つことで、社保に加⼊していると。 これが問題なわけですから、単
純に社保に⼊っている⼈数イコール全員悪い奴らという話ではありません。そこは前提とした上
で、やはり本当にそういうことを⾏っている議員がいるんであれば、本当に市⺠たちへの裏切りで
すし、議員としての資格が問われる問題ですからこれもぜひ皆さんからも、これは声上げていただ
けたらなと思っております。堺市の⽅に、どうなってるねん、実体ちゃんとあるんか、社保に⼊っ
てるなら社保に⼊ってるでその正当性をちゃんと⽰せるのかっていうところを、周りの声掛けれる
議員にも確認したりとかですね、あの議会の⽅にもその数字出せと、⾔って頂けたらなというふう
に私達の⽅では思っております。 

Q 2027 年の堺市⻑選挙に、今⽇お越しの議員さんのなかで挑戦される⼈はいませんか。市⻑選の
展望は、⾃⺠プラス維新政権でどうなりそうでしょうか 
A 森⽥晃⼀議員 いやこれ⾔えてたら、もうすでに公表してるんですけど。 なかなかまだ早々で
解散して、また総選挙っていうお話ありましたけども、これからの情勢の転がり次第で、このへん
も変わってくるのかなと思うんで、今の時点で、次の市⻑選挙の情勢がどうなってるかというのが
誰もわからないわけですから、ちょっとなかなかここで断定して⾔いづらいです。少なくとも今の
市⻑は変えなあかんと、いうところで⼀致してると思います。ぜひまた⼒合わせましょう。 

Q 学童保育のプロポーザル⽅式について、どう評価されますか。⼦ども策は、効率化で測るべきで
はないと思うのですが、教育⼦育てよりも、基⾦残⾼を増やすようなトップによる学童保育の⺠営
化をどのように考えてるでしょうか。 
A 森⽥晃⼀議員 このプロポーザル⽅式については、個々の議員によって考え⽅が様々だと思うん
ですけど、私はプロポーザル⽅式の導⼊は反対でした。ただ、もうすでに導⼊されているということ
で、この⽅式の中で、学童保育の環境改善だとかいうことは求めていかないといけないと思うんで
す。少なくともこの基⾦残⾼を増やすようなトップによる学童保育のあり⽅っていうのは、基本的
には違う考え⽅は持っています。あまりにも学童保育、⼦育て⽀援に対して今の市⻑はお⾦を投じ
なさすぎると思っています。 
 中⼼市街地の活性化だとか、駅周辺の活性化の話が出てきています。当然再開発だとか、街の整備
っていうのは⼀定やっていかないといけない⾯はあると思うのですけども、やっぱりそこだけに集
中してしまうと、当然それ以外のことがおろそかになっていくと思うんです。⼤阪市の⽅を⾒てみ
たら、堺市よりも⼈⼝多いですけども、⼤阪市の中でも⼈⼝が集中している地域とそうでない地域。
ウメキタなんかは、⼤規模に開発をして⼈をたくさん寄せてますけども、そううまくいってる場所
ばかりではないのです。全国的に⾒たら、東京⼀極集中っていうことが問題視されてますけど、今⼤
阪市の中でも⼀極集中が起こっている。これをまた同じようなやり⽅で堺市でやって、堺市の中で
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も⼀極集中するような施策であれば、⽌めなければいけないと思ってます。 
 やっぱり⼦育てだとか、⼤切な福祉、こういう社会保障の⾯ですね。こういったところにきっちり
と分配をしながら、かつ、街の再整備もしていくっていうこういうバランスで⼀番⼤切だと思うの
でその点を僕は重視しながらこれからこの学童保育についても、議論進めていきたいなというふう
に思っています。 

Q 今年度から中学校給⾷が始まったんですけど、中学⽣の⼦がいて不登校でたまに学校⾏って⾷べ
ることがあって「揚げ物はふにゃふにゃで美味しくない」っていう感想が出てるんですけど中学校
給⾷のことで何か問題とか、なんか意⾒があったら教えてください。 
A 森⽥晃⼀議員 これも前回の 1000 ⼈委員会の学習会でも回答させていただきましたが、⼦どもた
ちにアンケートをとったら「美味しい」って答えた⼦どもの割合の⽅が多かったんですよ。ただやっ
ぱりこれでよしとする
んじゃなくて、もっと
もっと向上は⽬指して
いかなあかんという観
点でこれから⾒ていか
なあかんということは
発⾔させていただきま
した。 
 中学校給⾷を作って
るセンター。第 2 セン
ターの⽅で働いている
⽅の労働環境がちょっとよろしくないということが最近聞こえてきています。どういう状況だった
かというと、真夏あの 40 度越えの中で調理をしているという状況だったらしいんです。なんでそん
なことになってしまったのということなんですけど、私たちあの⼯場ができた時に内覧会⾏かせて
もらってとっても綺麗で新しく最新の整備が整った⼯場だったんです、だけど⼀番たくさん釜が置
いてる部屋の空調整備について、「これ本当に⼤丈夫なのか」と聞いたら、そこの⼯場の⽅も教育委
員会も「⼤丈夫です。天井もすごく⾼く作ってあり空気が循環するようになってます。」という説明
を受けていたにも関わらず 40 度越えだった。というのが、最近わかってきまして救急搬送もされた
ということだったんです。 なので、改めて教育委員会に、話を聞いて現場も調査して、次の議会で
も聞いていかないといけないなと思ってるんです。つまり、そういう劣悪な環境の中で、給⾷が作ら
れていたっていう実態がもし本当だったらば重⼤な問題だということは今⼀つ⾔えるのかなと思っ
てます。ですからその美味しい美味しくない以前の問題で本当に⼦どもたちに提供する給⾷が、そ
ういう環境で作られていたんだったら⼤問題だ、なんでそんなことになっていたのかと。いうこと
は聞いていかないといけないかなと思っております。 

Q 今の中学校の給⾷のことに関してなんですが、中学校の時間割が 4 時間⽬がちょうど 12 時 35 分
に終わり、5 時間⽬が 1 時 15 分から始まるんです。その間 40 分なんです。だからみんなで運んで、
みんなで分けて⾷べて、もうバタバタしてはります。⽣徒たちが余裕を持ってお昼休みを過ごすと
いう時間全くないです。時間割の改善なんていうのを教育委員会の⽅ではもうちょっと考えてもら
えてもいいんじゃないかなと思うことと、休み時間で起こってくる⼈間関係・⽣徒同⼠の関係をど
う築いていくかっていうのは私達⼤⼈になってからの⼈間形成にものすごく⼤きいと思います。 
A 森⽥晃⼀議員 おっしゃる通りだと思います。私も中学校給⾷をやるべきだっていう⽴場でこれま
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で議会の中で⾔ってきた⽴場の中で⾔うと、今中学校給⾷が始まって、もう時間が本当にタイトに
なってしまってるということについては、ある意味ちょっと責任を感じています。 
 この時間割についても、教育委員会とも何度か話をさせていただいたことあったんですけども国
の学習指導要領の中でこの時間割っていうのはガチガチに固められちゃってるんです。なので今、
何かどこかを時間を削ろうと思って休憩時間を延ばそうとすると、今度は⼦どもたちが学校から帰
る時間が遅くなるという事になってしまう。どこかにしわ寄せが⾏くっていう状況の中で⾔うと、
国がもっと学校のその教育についてゆとりを持った時間割の設定をしてもらわないとどうにもなら
ないという現実に、今僕⾃⾝もぶち当たってる状況なんです。ですからこのことは、議会の中、市議
会だけではなくて、やっぱりちょっと国会議員にも働きかけて、もっと⼦どもたちにとって、休み時
間だとか、給⾷を⾷べる時間っていうのがどれだけ重要な時間かっていうことももう⼀度考えても
らう必要あるのかなというふうに思っています。で教育委員会としてもこれはすごく悩ましい問題
だというふうに⼀応認識はしていただいてるので国に働きかけを進めていきたいなというふうに思
っているところです。 

 

市⺠運動報告 
○児童⾃⽴⽀援施設裁判が判決 

廣⽥⼋重⼦さん（堺の⼦どもたちを守る市⺠の会） 
私たちは堺市を相⼿に⾏政裁判を⾏ってきました。税⾦の使い⽅がお

かしいと素朴な思いから監査請求をし、それから早 4 年 16 回の裁判を
経てようやくこの 2 ⽉ 20（⾦）⼤阪地⽅裁判所で判決を迎えることにな
りました。私たち原告側は勝訴すると信じています。 
 裁判内容を簡単に述べますと、堺市は児童⾃⽴⽀援施設を⾃前で建設
する予定でしたが永藤市⻑になった途端それを中⽌し、今まで通り課題
を抱えた⼦どもたちを⼤阪府⽴修徳学院に⼊所させ指導を受けるよう
になりました。この費⽤（⼈件費・施設運営費等）は 2006 年以降⼊所
する⼦どもの数を全体で按分して負担してきました。 

 それが 2021 年、今後も⼤阪府⽴修徳学院であずかってもらう事を条件に新寮 2 棟（2 億 4000 万
円）を堺市が全額負担して建設することになったのです。できた上がった 2 棟の所有権は堺市が拠
出したにも関わらず、⼤阪府の物になりました。⼤阪府のぼったくりなのです。 
 堺市は独⾃で建設・運営するより安上がりで⼤阪府に⼦どもたちが世話になっているのだから全
額負担は何らおかしくないと主張していますが、それは堺市⺠の受ける利益の範囲を超えて負担し
ているという主張で住⺠訴訟を⾏いました。 
 私たちは⼦どもの育成に費⽤対効果を考えたり、先ほど塩野さんの話の中でも出ましたように本
来政令市でやるべき福祉業務を⼤阪府に任せるべきではないと考えています。「堺の⼦どもは堺で育
てる」、課題を抱えた⼦どもの⾃⽴を市⺠全体で⽀える優しい街づくりを願っています。 
 繰り返しますが 2 ⽉ 20 ⽇（⾦）⼤阪地⽅裁判所 1007 号法廷にて午後 1 時 10 分に判決が下され
ます。できれば多くの⽅に⾒守って頂ければ幸いです。 
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○闘いは新たな局⾯へ 
                  植⽥謙太さん（さかいユニオン・ビーナス分会分会⻑） 

 私は「株式会社ビーナス」（堺区に本社）という、デイサービスを
中⼼に介護・障害・医療系の事業を展開している会社に勤務していま
す。同社は 2004 年に創業し、2017 年には関東にも進出、現在事業所
数は約 120 か所にのぼります。会社は常に事業拡⼤を⽬指し、急速な
拡⼤を重ねてきました。⼀⾒すると「成⻑を遂げてきた企業」かもし
れません。私は 2011 年に⼊社し、その拡⼤の最中に⾝を置いてきま
した。 
 現場は慢性的な⼈員不⾜に疲弊し、離職者も相当数に上っていまし
た。介護保険および障害福祉サービスは、国が定める制度のもとで運営され、⼈員配置基準やサー
ビス提供時間、各種加算算定要件など厳格なルールが存在しますが、会社はそれらを軽視する形で
「成⻑」を続けてきた実態があります。 
 それでも現場職員は、⽇々⽬の前の利⽤者やケアマネジャー等の関係者に誠実に向き合い、事業
に誇りを持って取り組んでいました。2024 年には、デイサービスの⼀業態および放課後等デイサ
ービス業態を管轄する事業部⻑に就任しました。しかし、2025 年 8 ⽉、「⼈員不⾜」「サービス提
供時間」「有資格者の名義貸し」等を理由として、翌⽉からの降格・減給、さらに実態のない遠隔
地への配転命令を受けました。これまで組織として⾏われてきた運営実態を顧みることなく、私個
⼈に責任を押し付ける形での処分であり、到底納得できるものではありませんでした。 
 改善の意思を伝えましたが、「君の⽴場で改善などあり得ない」「東海に⾏かなければ戻ってくる
場所はない」「君が悪いことをしたことをみんな知っている」との⾔葉を浴びせられました。 
 その翌⽇から出勤することが出来なくなりました。⼼療内科で適応障害と診断されました。これ
は明らかな不当⼈事です。救済を求めて「さかいユニオン」に加⼊して対応を進めています。 

さかいユニオンとして、不当な⼈事処分の撤回と原職復帰、パワーハラスメントの是正を求めて
団体交渉を重ねてきましたが、会社側は弁護⼠を交代させ、最終的には「これ以上論じることはな
い」と団体交渉を⼀⽅的に拒否しました。更に、その最中、私の処分に対して声を挙げていた同僚
であり組合員に対し、所属組織から排除するなどの明⽩なパワーハラスメントも始まりました。そ
のことについても、是⾮を問い、真に誠実な対応を会社側に求めています。 

現在、この⼀連の経緯を振り返ると、その出発点には不正な運営体質があり、それによって肥⼤
化した組織が、社会の中で本来あるべき姿から⼤きく歪曲していることを感じます。⼜、⼈を中⼼
に据えて考えたとき、「⼈の⼈⽣を何だと思っているのか」という強い憤りを禁じ得ません。どの
⾓度から⾒ても、私には会社の対応に⼤義を⾒い出すことができません。 

現在は労働委員会の場で是正を求め、2 ⽉に 1 回⽬、2 回⽬は同年 3 ⽉ 18 ⽇に控えています。新
たにおおさかユニオンネットワークにも加⼊し、更なるお⼒をいただきながら交渉しきます。そし
て私の地位確認、現在進⾏形でパワーハラスメントを受けている組合員は損害賠償を求めて訴訟を
起こすことも決意しました。 
多くの⽀援者の皆様に⽀えられ、私は孤⽴することなくこの問題に向き合うことができていま

す。⼼より感謝申し上げます。本件は単なる個⼈の処遇の問題ではなく、不当な⼈事やパワーハラ
スメントが許されない職場環境を築くための重要な労働問題だと思っています。 
誰もが安⼼して働ける社会の実現に向け、今後も公正な是正を求めて取り組んでまいります。 
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             閉会挨拶 
⼭部 聡さん（市⺠１０００⼈委員会事務局） 

今⽇はご参加の皆さん市政チェック学習会ありがとうございました。
淵上さんの話を「⼦育ての街・堺」っていう引越しの⾞に貼られたの
を⾒ながら、僕が⼦育てを堺に始めたのが 19 年前ぐらいでした。今
⼦ども 19 歳なので⻑男が⽣まれた時は、まだ医療費助成制度ってい
うのは乳幼児医療費助成制度みたいな名前で 2 歳までが窓⼝負担ワン
コインで病院にかかれるような時代でした。 

その時から「もっとよくなったらいいのになー」って思いながら
「⾚ちゃんの時ってもっと病気したりするよね」って思って署名集め
たりとかをしてたら、⼩学校卒業まで拡充されて「⼤きくなって来た

ら⼤きい怪我するよね」って、案の定うちの⻑男靭帯切ったんですけれど。あの⼤きい怪我も
「⾻折とかしてくるからもうちょっと延ばしてほしいよね」っていうような署名集めてたら、
今度 18 歳までなったっていうようなことがあったりとか。うち⼦ども 4 ⼈いてるんですけれ
ど、ちょうど保育制度が 10 年ぐらい前に変わる時に第 3 ⼦がいてる家で保育料が上がってし
まうようなことになって、そのことを堺市議会の⽅で議員さんたちが取り上げてくださって。
その時の市⻑、⽵⼭市⻑なんですけど、「なんとかせなあかんな」いうことで「第 3 ⼦は保育
料無償化にしよう」というようなことを議会で決めてくださって、 そういうようなことで、
「すごく⼦育てをしながら⼦育て⽀援の中で、すごく恩恵を受けてきたな」って、恩恵を受け
てきたなーっていうふうに思ってます。「声を上げたら、上げたことがドンドン変わっていっ
たな」っていう実感をしています。「今年こんなことがよくなるんやって、ワクワクしてたな
ー」っていうのも今⽇の映像⾒ながら思い出しました。 
 市⻑が変わってからは、「⾔うても⾔うても変わらへん」っていう感じ。僕保育⼠もしてる
んですけど、ずっと、ずっと保育⼠不⾜でね、採⽤試験やっても来てくれない。派遣の⼈、⼊
れてもすぐ辞めてしまうとかね。なんか「声上げても⼀緒やなー」って、ちょっと⼼の奥底
で、「どうせ変わらへんし」っていうような、「ちょっと諦めてる⾃分もいてるなー」って思い
ながらも今⽇話聞いてたんですけど、やっぱり「こう政治が変われば本当に暮らしもいろんな
ことが変わるんやな
ー」っていうことを実
感してきたものとした
ら、やっぱり今⽇参加
しながら「諦めたあか
んな」て、半分まだ諦
めてますけど。でも声
は上げなあかんなって
思いながら今⽇⼀緒に
学習させてもらいまし
た。ありがとうござい
ました。 
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会計が切迫し、このままでは今期末で資⾦が枯渇します。 
ご厚志をお寄せ下さると幸いです。 

【1000 ⼈委員会の輪を拡げて下さい】 
ワンコイン５００円で市政を変えよう  

お知り合い、ご友⼈にお声をかけて下さい。 
賛同⼈は１１１１⼈（1 ⽉ 31 ⽇現在）です 

みんなでつくろう ええまち堺 市⺠ 1000 ⼈委員会 
【第 7 期会計決算報告（第３四半期中間）】 

⾃ 2025/05/01 ⾄ 2026/1/31                                      

〔収⼊の部〕賛同⾦収⼊     ４６２，５００円 
      販売収⼊       ２３，３４１円（『市政レポート』） 
      雑収⼊         ２，６１７円   
      収⼊の部合計     ４８８，４５８円 
〔⽀出の部〕会議・集会費      ８，７４０円（市政ﾁｪｯｸ学習会、事務局会議） 
           通信費        ３００，２２３円（『市政レポート』学習会案内等） 
      印刷費       ３００，１６３円（『市政レポート』等） 
            消耗品費        ３７，４４５円（封筒、⽤紙等） 
      広告宣伝費       ４，３２０円（ホームページ費⽤） 
      ⽀払⼿数料       ２，３１０円（⼝座徴収⼿数料等）      
           ⽀出の部合計    ６５３，２０１円                
              〔当期収⽀差額〕▲１６４，７４３円 
〔前期繰越⾦〕         ４４５，６７６円（第６期末：2025/4/30）    
       〔残⾼〕     ２８０，９３３円（2026/1/31 現在） 
    （内訳） 現⾦        ６８，１０４円 
       郵便振替⼝座   １６５，４２３円 
       ゆうちょ通常貯⾦  ６５，５２６円 
       未払⾦      ▲１８，１２０円／計２８０，９３３円 
 

＃ ２０２６年賛同⾦（⼀⼝５００円）を本⽇、受付にてお⽀払いいただけます。 
     もしくは、今⽇以降に下記にお振込みください。 
    ＊ 郵便振替⼝座：記号００９３０−７−番号３２５１８６ 
      加⼊者名：市⺠ 1000 ⼈委員会 シミンセンニンイインカイ 
    ＊ ゆうちょ銀⾏・通常貯⾦ 記号：１４０１０ 番号：６９９４６５９１ 
      加⼊者名：市⺠ 1000 ⼈委員会 シミンセンニンイインカイ 
        ＃ 他の⾦融機関から振り込む場合は、 
     【店名】ヨンゼロハチ（四〇⼋）【店番】４０８ 

【預⾦種⽬】普通預⾦【⼝座番号】６９９４６５９（７桁） 
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